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ふるさと納税で
飛驒高山を
応援してください
いただいた寄附金は、
魅力ある高山のまちづくりに
活かします。
（問合先 企画課　35-3131）
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地
区
社
教
っ
て
何
？

　

地
区
社
教
と
は
、
各
地
域
に
組
織

さ
れ
て
い
る
地
区
社
会
教
育
運
営
委

員
会（
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
で
構

成
す
る
任
意
団
体
）の
こ
と
で
、
こ

の
中
で
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
主

体
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る

地
域
密
着
型
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

基
盤
づ
く
り
校
区
で
推
進

　

高
山
市
の
地
区
社
会
教
育
活
動
の

歴
史
は
大
変
古
く
、
昭
和
30
年
5
月

に
１
０
９
町
内
に「
社
会
教
育
推
進

委
員
」を
委
嘱
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
当
初
5
人
の「
校
下
社
会
教

育
主
事
」が
配
置
さ
れ
、
社
会
教
育

の
基
盤
づ
く
り
を
町
内
会
で
推
進
す

る
高
山
市
独
自
の
取
組
み
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
53
年
か
ら
の
学
校

改
築
に
合
わ
せ
て
、
体
育
館
な
ど
に

社
教
ル
ー
ム
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
後
の
現
在
は
、
市
内
21
ケ
所
の

社
教
ル
ー
ム
を
拠
点
と
し
て
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
手
で
企
画
・
運
営

　

地
区
社
教
の
組
織
は
、
主
に
各
町

内
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
各
種
委
員
か

ら
な
る
専
門
部
会（
教
養
部
・
広
報

部
・
厚
生
部
・
体
育
部
・
女
性
部
・

子
ど
も
会
育
成
部
な
ど
）で
構
成
さ

れ
、
そ
の
役
員
を
中
心
に
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
で
き
る
幅

の
広
い
行
事
に
つ
い
て
、
知
恵
を
絞

り
な
が
ら
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
半
世
紀
の
時
を
刻
ん
で
き

た
高
山
市
の
地
区
社
教
活
動
。
そ
の

中
で
主
役
と
な
る
の
は
、
あ
な
た
自

身
で
す
。

　

地
区
社
教
活
動
を
通
じ
て
、
人
々

の
ふ
れ
あ
い
と
和
を
深
め
、
地
域
の

さ
ら
な
る
魅
力
の
発
見
と
明
る
く
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
地
域

社
会
の
底
力
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

誇
り
、
絆
、
潤
い
…

目
に
見
え
な
い
か
ら
大
切
な
の
で
す
。 　

地
区
社
教
を
ご
存
知
で
す
か
？｢

家
族
で
行
事
に
参

加
し
て
楽
し
か
っ
た
よ｣

｢

役
員
の
方
は
大
変
そ
う｣

「
地

区
社
教
講
座
で
友
だ
ち
が
増
え
た
わ
」「
え
、
聞
い
た
こ

と
が
な
い｣

…
い
ろ
い
ろ
な
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
知
っ
て
い
そ
う
で
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
地
区
社
教
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
数
多

く
の
活
動
の
中
か
ら
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
な
た
の
身
近
で
活
動
す
る
地
区
社
教

問
合
先

市
民
活
動
推
進
課

35-

3
4
1
2

土曜教室での原生林体験ツアー（清見社教）そば打ち教室（新宮社教）

歴史探訪江名子川橋めぐり（東社教）スポーツフェスティバル（荘川社教）
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│
社
会
教
育
活
動
と
は
一
体
ど

の
よ
う
な
活
動
で
す
か
？

中
屋　

教
育
に
は
学
校
教
育
と
社

会
教
育
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、

社
教
と
は
社
会
教
育
の
活
動
を
指

す
も
の
で
、
社
会
教
育
法
に
基
づ

い
た
根
拠
の
あ
る
活
動
で
す
。
具

体
的
に
は
敬
老
会
、
子
ど
も
会
活

動
の
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
教

養
講
座
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
高

山
に
は
ご
存
知
の
市
民
憲
章
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
具
現
化
が
社
教

活
動
そ
の
も
の
な
ん
で
す
。

　

│
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
な
ど

を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
社
教
活
動

を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

中
屋　

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
は

「
絆
」が
大
事
で
す
。
地
域
の
活
動

な
ど
を
通
じ
て
、
親
子
、
家
族
、

地
域
の
絆
が
深
ま
り
、
地
域
が
元

気
に
な
る
源
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
行
事
は
次
へ
つ
な
げ

る
よ
う
毎
年
継
続
的
な
活
動
が
必

要
で
す
。
時
代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
、
行
動
す
る
こ
と
も

心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

│
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
市
民

の
み
な
さ
ん
に
一
言
。

中
屋　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

い
ま
一
度
、
地
域
の
一
員
だ
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
地
域
に
よ
り
活
動

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
あ
る
活
動
を
み
な
さ
ん
の
手

で
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

社
教
活
動
に
よ
り
幅
広
い
世
代

間
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
こ
の
つ

な
が
り
が
地
域
の
活
性
化
と
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
礎
に
な
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
み
な
さ
ん
に
積
極
的

に
地
域
活
動
に
参
加
い
た
だ
き
、

地
域
の
魅
力
を
十
分
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社教活動は
人づくり

●中
なか

屋
や

助
すけ

十
じゅう

郎
ろう

社会教育連絡協議会長に聞く

地区名 社教委員長および社教主事 問合先 地区名 社教委員長および社教主事 問合先

東 会　長　古橋　節次
主　事　上道　弘之

東小学校内
235-2554 丹生川 委員長　林　　　豊

主　事　打保　一宏
丹生川文化ホール
278-2468　

西 委員長　宮川　暁声
主　事　小鷹　博美

西小学校内
234-2999　 清　見 委員長　中島　忠士

主　事　上坪　道利
清見支所内
268-2211　

南 委員長　黒田　久美子
主　事　宮岡　　宏

南小学校内
234-0114 荘　川 委員長　櫻田　正徳

主　事　渡邉　正範
荘川支所内
205769-2-2211

北 委員長　今井　富士雄
主　事　杉崎　紀男

北小学校内
234-6009 一之宮 委員長　役田　　武

主　事　髙橋　　武
一之宮公民館
253-2424　

山　王 委員長　田口　　勲
主　事　馬場　征生

山王小学校内
232-2838 久々野 委員長　谷本　俊一

主　事　高井　正躬
久々野公民館
252-3112

江名子 会　長　川尻　千尋
主　事　清水　　勉

江名子小学校内
234-7253 朝　日 委員長　坂本　光明

主　事　田中　弘美
朝日支所内
255-3311　

新　宮 委員長　内田　誠二
主　事　向　　良廣

新宮公民館内
234-7554　 高　根 委員長　中井　　満

主　事　山崎　春昭
高根支所内
259-2211　

三　枝 委員長　中屋　助十郎
主　事　福戸　　勇

三枝小学校内
234-7555 国　府 委員長　面手　一史

主　事　成畑　道行
旧国府教育会館
272-4480　

大　八 会　長　西　　洋男
主　事　今井　一雄

東山中学校内
234-4193 上　宝 委員長　上北　　修

主　事　森田　眞一
上宝支所内
20578-86-2111

岩　滝 委員長　和田　　明
主　事　蒲　　敏夫

岩滝公民館内
231-1073　

奥飛驒
温泉郷

委員長　上野　　浩
主　事　森田　眞一

奥飛驒生涯学習館
20578-89-2966

花　里 委員長　門前　庄次郎
主　事　青井　眞治

花里小学校内
235-1223　

■地区社教委員長（協議会長）・地区社教主事名簿

メッセージメッセージ

　

地
区
社
教
で
は
常
に
地
域
力
向
上
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん

と
と
も
に
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
教
ル
ー
ム
に
は
、
市
の
嘱
託
職
員
の
地
区
社
会
教
育

主
事
が
地
域
の
み
な
さ
ん
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

（敬称略）
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　伝統ある豊かな歴史と文化の香りに育ま
れた江名子地区を通ると、美しい花々が
人々の心を和ませてくれます。江名子地区
では、「一地区一行動事業」の一環として、
「花いっぱい美しいまちづくりに努めよう」の
スローガンのもと、各町内会を中心に花壇づ
くりに取り組んでいます。
　今年も6月上旬に社教委員が中心になり、
花苗を配布し、各町内一斉に花壇への花植
え作業を行いました。8月には地区での花壇
コンクールと市のコンクールに参加します。
　こうした活動を通じて環境美化に努め、
豊かな心と地域の連帯の和を広げられたら
と願っています。

　南地区は、毎年7月上旬に20町内を11会
場に分けて地域懇談会を行っています。これ
は学校で夏休み前に行われた懇談会と、町内
での地区集会を統合して、昭和63年に南地
区地域懇談会としたものです。社会教育運営
委員会を本部として、町内会長、社教委員、
各種団体、学校関係役員などの代表が委員と
なっています。子どもからお年寄りまでを地域全
体で守るため、子育て、活性化、安全、防犯
などあらゆることに関して活発に懇談します。
　今年も全日程が無事終了しましたが、最後
に11地区の記録を冊子にしてすべての各町
内に配布し、地域の役割について今一度考え
ていただき、その実践を目指しております。

花
づ
く
り
で
暮
ら
し
を
飾
る

地
域
の
役
割
を
考
え
る
懇
談
会

●江名子地区●南地区

 住民みんなで花づくりをしています 地域に暮らす思いを語り合いたい
　レイアウトの構想からスタートした
花壇づくり。土づくりに始まり、苗
植え、水やり、花摘み、草取りな
どの普段の世話は各委員の協力の
もと行っています。
　日々の管理は大変ですが、６月
の苗植えから日ごとに株も大きくな
り、花も咲き始め、近くを通られる
人にも楽しんでいただいており、関
係者一同喜んでいます。

　地域懇談会の一番の悩みは参
加者が年々少なくなっていることで
す。この懇談会は、地域に暮らす
みなさんにいろいろなことを語ってい
ただく唯一の場所と考えています。
普段思っていることや要望、悩みな
どを気軽に話せる場です。
　老若男女を問わず、参加をいた
だき、町内の活性化、子どもたち、
お年寄りをみんなで守りましょう。

江名子社教教養部長

諏
す

訪
わ

勝
かつ

也
や

さん
南社教委員長

黒
くろ

田
だ

久
く

美
み

子
こ

さん

特色ある社教活動あれこれ
　地域の特性を活かした取組みを展開している社教活動。活動と一言にいっても、その内
容は生涯学習、スポーツ、文化などと非常に多彩です。
　取組みの方法も、町内会との連携はもちろん、学校やPTA、地域で活動している団体
と連携した事業や地域との関わりが比較的少なくなる高校生を対象とした行事を行っている
ところもあります。最近では（社）高山市社会福祉協議会と連携した事業を行っている地区
もでてきています。
　高山市でもこうした社教の実践活動を積極的に応援していますが、このコーナーでは、こ
うした各地区での活動や運営の中心的な役割を担っているみなさんの生の声を紹介します。
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特集

　地域のみなさんに久々野の中・高校生た
ちを温かく見守ってほしいとの願いから「ふな
やま川柳」を始めて4年目を迎えました。毎年、
7月1日の｢高山市青少年健全育成強調週
間｣の初日に、青少年育成部の 20人が列
車通学の高校生に健全育成のパンフレットと
一緒に川柳の応募用紙を手渡しています。
　応募された川柳は社会現象と家族の様子
をからめた感性豊かな句もずらり。年々応募
数も増えており、青少年への理解が着実に
深まってきています。ちなみに入賞者には地
元飲食店のカツ丼券が贈られます。
　昨年の優秀作品
　「原油高　バスで帰れば　親笑顔」

　昭和61年に三枝小の子どもたちが夏休
みの科学作品でホタルの研究をしました。
次の年、大きく育てたホタルの幼虫「3匹」を
放流したのがきっかけで、学校にホタルクラ
ブが発足。この輪は学校から発信され、Ｐ
ＴＡを動かし、そして地域の人々の心にま
で大きく広がっていきました。
　道路や水路の整備などで自然環境も変わ
り、ホタルもだんだん住みにくくなってきてい
ますが、新しい生息水路づくりなど三枝小
学校・ホタル保存会・社教が一体となった
地域ぐるみの活動を行っています。こうした
実践活動を通じて再びホタルがたくさん舞う
ホタルの里・三枝を目指しています。

青
少
年
育
成
に
あ
っ
た
か
川
柳

地
域
で
守
る
ホ
タ
ル
の
灯

●久々野地区●三枝地区

 スローガンは“自立できる自分づくり” ホタルの舞うふるさとを守りたい
　私たちのスローガンは“自立でき
る自分づくり”。私たちにできること
は、今生きている私たちの活動に
青少年が少しでも顔を出してくれる
ことです。
　未来を担う青少年たちが、市、
町内会、社教などの行事に参加し
て、学校では得られない、地域の
大人から何かをつかみとってくれる
ことを願って活動しています。

　三枝地区では、小川を整備した
ホタルの飛翔するところがありま
す。先日も年老いた方が「家のそ
ばでホタルの光が見られるなんて
長生きしてよかった」と喜んでおら
れました。
　これからも「ホタルの里・三枝」
を守っていくために、地区社教の
支援を受け住民と共生するホタル
の里を守っていきたいと思います。

久々野社教青少年育成部長
森
もり

下
した

政
まさ

巳
み

さん
三枝ホタル保存会長
山
やま

本
もと

良
りょう

吉
きち

さん

　

み
な
さ
ん
の
地
域
で
活
動
し

て
い
る
地
区
社
教
の
委
員
長
で

構
成
す
る
組
織
に
高
山
市
社
会

教
育
連
絡
協
議
会（
会
長
＝
中

屋
助
十
郎
さ
ん
・
三
枝
地
区
）が

あ
り
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
日
本
一
広
い

市
域
と
な
っ
た
高
山
市
の
一
体

感
を
目
指
し
た
独
自
の
事
業
と

し
て
、
芸
能
発
表
や
地
域
で
の

社
教
の
役
割
を
考
え
る
研
修
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
の
中
で
、

地
域
の
特
性
を
尊
重
し
合
い
、

お
互
い
の
個
性
を
引
き
伸
ば
せ
る

よ
う
研
さ
ん
を
深
め
て
い
ま
す
。芸能発表会の一コマ

芸能祭や研修会で
一体感ある活動
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問
合
先

総
務
課

35-

3
1
3
3

 
海
外
派
遣
レ
ポ
ー
ト
●
フ
ラ
ン
ス
派
遣
職
員
か
ら
の
便
り

伝
統
的
な
建
築

白
壁
に
幾
何
学
模
様

美
し
い
町
並
み
残
す
伝
統
建
築
の
町
・
ト
ロ
ワ

　

高
山
市
で
は
、
国
際
的
な
観
光
戦
略
の
た
め
に
海
外
に
職
員
を
派
遣

し
、
国
際
観
光
都
市「
飛
驒
高
山
」を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
自
治

体
国
際
化
協
会
パ
リ
事
務
所
と
日
本
政
府
観
光
局
香
港
事
務
所
に
そ
れ

ぞ
れ
１
人
ず
つ
、
計
２
人
の
職
員
を
派
遣
し
、
観
光
情
報
の
提
供
や
国

際
的
な
観
光
展
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
高
山
市
の
工
芸
作
家
の
作
品
展
を
支
援
し
た
り
、
高
山

市
と
の
友
好
交
流
を
始
め
た
ト
ロ
ワ
市
の
情
報
収
集
に
あ
た
る
な
ど
幅

広
く
活
動
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
派
遣
職
員
か
ら
ト
ロ
ワ
市
に
つ
い
て
の

レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
ボ

ン
ジ
ュ
ー
ル
！
私
は
、
こ
の
4
月

か
ら
2
年
間
㈶
自
治
体
国
際

化
協
会
パ
リ
事
務
所
に
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
野の

村む
ら

隆た
か
し

と
申
し
ま
す
。
当
地
で
は
、

同
協
会
の
業
務
に
携
わ
り
な
が

ら
、
高
山
市
の
観
光
宣
伝
活

動
や
高
山
市
と
の
友
好
交
流

を
始
め
た
ト
ロ
ワ
市
の
情
報
収

集
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん
の
お

役
に
た
て
る
よ
う
、「
高
山
市
パ

リ
駐
在
員
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
今
回
は
、
ト

ロ
ワ
市
の
概
要
に
つ
い
て
み
な
さ

ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ト
ロ
ワ
は
、
パ
リ
の
南
東
約

１
５
０
㌔
に
位
置
す
る
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ=

ア
ル
デ
ン
ヌ
州
オ
ー

ブ
県
の
県
庁
所
在
地
で
す
。

市
域
の
形
は
面
白
い
こ
と
に
当

地
名
産
の
シ
ャ
ン
パ
ン
の
コ
ル
ク

に
瓜
二
つ
で
、
面
積
は
13
・
２

平
方
㌔
、
人
口
は
約
6
万
人

で
す
。

　

ト
ロ
ワ
の
歴
史
は
古
く
、

ロ
ー
マ
時
代
か
ら
栄
え
る
伝
統

あ
る
都
市
で
、
9
世
紀
終
わ
り

に
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
州
の
首
都

と
な
り
、
11
世
紀
こ
ろ
か
ら
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
商
人
が
集
っ

た「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
大
市
」

の
開
催
地
と
し
て
繁
栄
し
ま
し

た
。
現
在
で
も
貴
金
属
の
計
量

単
位
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

「
ト
ロ
イ
オ
ン
ス
」に
ト
ロ
ワ
の

名
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
当
時
の
繁
栄
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

ト
ロ
ワ
は
石
材
に
恵
ま
れ
な

い
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
町
に

は
16
世
紀
こ
ろ
か
ら
の
伝
統
的

な
木
骨
組
み
建
築
が
立
ち
並

び
、
白
い
壁
に
美
し
い
幾
何
学

模
様
を
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
に
は
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
大
聖

堂
を
は
じ
め
と
す
る
、
美
し
い

教
会
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ

の
町
並
み
は
20
世
紀
半
ば
に
失

わ
れ
か
け
ま
し
た
が
、
当
時
の

初
代
文
化
大
臣
が
保
護
を
提

唱
し
、
美
し
い
町
並
み
が
再
生

し
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
歴
史
的
建
造

物
を
保
存
す
る
た
め
に
、
住

民
に
は
制
約
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
、
特
に
教
会
の
半
径
５
０
０

㍍
以
内
は
厳
し
い
制
約
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
並

み
保
存
の
た
め
40
年
前
か
ら
助

成
金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
現
在
世
界
遺
産
の
登
録
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ロ
ワ
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ス

の
地
方
都
市
全
般
に
あ
て
は
ま

る
こ
と
で
す
が
、
日
本
と
は
対

照
的
に
、
中
心
市
街
地
に
は
活

気
が
あ
ふ
れ
、
生
活
に
必
要
な

機
能
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
路

面
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ト
ロ
ワ

の
商
店
街
で
は
各
商
店
の
伝
統

的
な
建
物
の
外
観
を
生
か
し
な

が
ら
も
、
現
代
的
な
内
装
を
整

え
、
魅
力
的
な
店
づ
く
り
を
し

て
お
り
、
市
民
や
観
光
客
が
買

い
物
や
食
事
な
ど
各
々
の
時
間

を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
る
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
後
も
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都

市
を
観
察
し
、
高
山
市
に
さ
ら

な
る
活
気
を
も
た
ら
す
よ
う
な

ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
皆
様
に
ご

報
告
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
さ
よ
う

な
ら
! 

オ
・
ル
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
！

●９月1日号では、香港派遣職員のレポートを紹介する予定です

伝統的な木骨組み建築の町並み

高山市パリ派遣職員  野村　隆
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問
合
先

秘
書
国
際
室

35-

3
1
3
0

問
合
先

飛
驒
高
山
国
際
協
会

35-

3
1
3
0

●
友
好
の
橋
渡
し
に
栄
え
あ
る
表
彰

　

長
年
、
高
山
市
と
米
国
・
デ

ン
バ
ー
市
の
友
好
親
善
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
デ
ン
バ
ー
高
山
姉

妹
都
市
委
員
会
委
員
長
の
サ
イ

ド
・
キ
ミ
コ
さ
ん（
デ
ン
バ
ー

市
在
住
）が
、
外
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
日
本
と
諸
外

国
と
の
友
好
親
善
に
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
高
山
市
と
デ

ン
バ
ー
市
は
も
と
よ
り
、
日
米

両
国
の
友
好
親
善
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
。

　
「
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
の
受

賞
で
あ
り
心
か
ら
感
謝
。
こ
れ

か
ら
も
さ
ら
な
る
友
好
交
流
に

努
め
て
い
き
た
い
」と
話
す
サ

イ
ド
さ
ん
、
今
回
の
受
賞
は
、

来
年
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
を

迎
え
る
両
市
に
と
っ
て
も
非
常

に
う
れ
し
い
話
題
と
な
り
ま
し

た
。

中曽根弘文外相㊥とサイドさん㊧。
㊨は國島副市長

新しい歴史つくる
50年の節目
　昭和35年7月29日に高山市とデンバー市が姉妹都市提
携を締結してから、来年で50年の節目の年を迎えます。今
年から来年にかけてさまざまな記念事業を実施する予定です。

●50周年の記念ロゴマークが決定
　このほど実施した記念ロゴマーク募集には、全国から約
100点の応募がありました。（敬称略）
最優秀賞　古

ふる

滝
たき

美
み

樹
き

（上岡本町）…ロゴマークとして活用
優秀賞　江

え

部
べ

幸
ゆき

夫
お

（名古屋市）、栗
くり

山
やま

照
てる

州
くに

（福岡市）、
　　　　富

とみ

田
た

真
しん

也
や

（瑞穂市）、藤
ふじ

原
わら

一
かず

也
や

（石浦町７）
審査員特別賞　藤

ふじ

枝
えだ

智
とも

紀
き

（一之宮町）
＊決定したロゴマークは今月号の表紙に紹介しています

●デンバーの思い出コンテスト 作品募集
　半世紀にわたる両市の交流に関する写真や随筆を募集し
ます。入賞作品は記念誌などへの掲載を予定しています。
応募内容　写真部門／昭和35年以降の写真で両市の交
流を象徴しているもの（２L～４つ切までのプリントにて応募）
随筆部門／両市の交流が題材であれば可（1,600字以内）
表彰　各部門最優秀賞１点、優秀賞３点、優良賞５点
募集期間　平成22年1月12日（火）　当日消印有効
応募方法　いずれも応募用紙とともに郵送か持参
　　　　　※詳しくは　  をご覧ください。
問合先
高山市デンバー市姉妹都市提携50周年記念事業
実行委員会事務局（秘書国際室内）2３５-３１３０ 
　　takayama@htia.org

舞
台
裏
を
支
え
た

市
民
の
国
際
交
流

 

市
民
4
人
が
シ
ビ
ウ
国
際
演
劇
祭
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍

　

飛
驒
高
山
国
際
協
会
で
は
、

5
月
28
日
か
ら
6
月
7
日
に

か
け
て
ル
ー
マ
ニ
ア
・
シ
ビ
ウ
市

で
開
催
さ
れ
た「
シ
ビ
ウ
国
際

演
劇
祭
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
佃つ

く
だ

真ま

弓ゆ
み

さ
ん
、

井い

ノの

下し
た

英え

美み

さ
ん
、
中な

か

田だ

裕ゆ
う

一い
ち

さ
ん
、
平ひ

ら

澤ざ
わ

歌か

苗な
え

さ
ん
の
4

人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
「
シ
ビ
ウ
国
際
演
劇
祭
」

は
、
70
カ
国
３
５
０
団
体
が

参
加
す
る
欧
州
三
大
演
劇
祭

の
一つ
で
、
参
加
し
た
４
人
の

み
な
さ
ん
は
、
約
１
ヵ
月
間

シ
ビ
ウ
市
に
滞
在
。
演
劇
祭

期
間
中
は
、
日
本
か
ら
の
来

賓
や
各
国
か
ら
参
加
し
た
劇

団
の
対
応
、
舞
台
設
営
な
ど

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
、
演
劇
祭
終
了
後
は
、
他

の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
、
日
本
を
紹
介
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
シ
ビ
ウ
市
民
に

日
本
や
高
山
の
文
化
な
ど
に

つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ

て
シ
ビ
ウ
市
民
と
交
流
し
て

友
好
を
深
め
ま
し
た
。

左から中田さん、井ノ下さん、土野市長、
佃さん、平澤さん

シビウの子どもたちとの交流の様子
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外観は食用米と変わらない飼料用米

問
合
先

農
務
課

35-

3
1
4
1

問
合
先

地
域
振
興
室

35-

3
5
2
4

『
農
』

『
農
』の
循
環
や
連
携

の
循
環
や
連
携

取
組
み
着
々

取
組
み
着
々

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
先
進
国
の
中
で
最
も
低
く
、
特
に
飼
料
の
自
給
率
は
25
％
と

低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
稲
作
で
は
、
米
消
費
の
減
少
や
貿
易
事
情
な
ど
か
ら
、

生
産
調
整（
減
反
）が
実
施
さ
れ
、
転
作
で
の
飼
料
用
稲
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
高
山
市
で
は
、
畜
産
の
飼
料
や
敷
料
と
し
て
稲
ワ
ラ

を
有
効
活
用
す
る
窓
口
の
設
置
や
米
の
生
産
調
整
達
成
に
向
け
た「
飼
料
用
稲
」の
生
産

奨
励
へ
の
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
移
住
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
へ
借

家
の
家
賃
補
助
や
、
購
入
し

た
空
家
の
改
修
費
助
成
を
す

る
な
ど
都
会
か
ら
の
移
住
に

よ
る
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
今
年
2
月

か
ら
は
、
岐
阜
県
宅
建
協
会

飛
驒
支
部
と
連
携
し
て「
空

き
家
紹
介
制
度
」を
創
設
し
、

よ
り
き
め
細
や
か
な
取
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
相
談
件
数
も
平
成
19

年
の
21
件
に
対
し
て
平
成
20

年
度
は
65
件
と
3
倍
に
達

し
、
今
年
度
は
、
4
月
か
ら

6
月
中
旬
ま
で
の
約
2
ヵ
月

半
で
既
に
40
件
を
超
す
盛
況

ぶ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
が
進
ん
で
い
る
要
因

は
、
高
山
市
の
豊
か
な
自
然

環
境
が
移
住
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
加
え
、
市
が
進
め
る
移
住

交
流
施
策
が
後
押
し
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
都
市
住

民
を
対
象
と
し
た
移
住
フ
ェ

ア
へ
の
参
加
や
、
移
住
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
こ
れ
ま
で

以
上
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
加
え
、
農
業
の

専
門
家
な
ど
で
構
成
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
立

し
て
就
農
移
住
も
進
め
て
い

き
ま
す
。

ようこそようこそ
自然豊かな高山へ自然豊かな高山へ
きめ細かな施策に移住者4ヵ月で 29人
　市では現在、移住促進のためのさまざまな
取組みをしていますが、このほど市が提供す
る移住促進制度を利用した移住者が約4ヵ月
で12世帯・29人になりました。

稲
ワ
ラ
有
効
活
用
に

推
進
窓
口
を
設
置

飼
料
用
米
の

生
産
・
利
用
ス
タ
ー
ト

　

市
内
で
の
稲
ワ
ラ
の
利
用
は
、

田
に
打
ち
込
む｢

す
き
こ
み｣

が

ほ
と
ん
ど
で
、
は
さ
掛
け
の
稲

ワ
ラ
の
約
4
割
・
70
㌶
分
が
す

き
こ
み
さ
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
市
調
べ
）

　

高
山
市
で
は
、
こ
う
し
た
は

さ
掛
け
の
稲
ワ
ラ
を
飼
料
や
敷

料
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た

め
、
水
稲
を
作
付
し
て
い
る
農

家
と
畜
産
農
家
と
の
橋
渡
し
す

る
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。
は

さ
掛
け
さ
れ
た
稲
ワ
ラ
を
畜
産

農
家
に
提
供（
有
償
可
）で
き
る

農
家
の
み
な
さ
ん
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

一
方
、
稲
ワ
ラ
の
有
効
活
用

窓
口
と
合
わ
せ
て
今
年
度
か
ら

作
付
け
推
奨
に
取
り
組
む
飼
料

用
稲
は
、
収
穫
し
た
米
を
家
畜

に
与
え
る「
飼
料
用
米
」と
、
茎け

い

葉よ
う

を
含
め
た
株
全
体
を
、
収
穫

後
発
酵
さ
せ
る「
稲い

ね

発は
っ

酵こ
う

粗そ

飼し

料り
ょ
う

」の
2
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

飼
料
用
稲
は
、
排
水
の
悪
い

水
田
で
も
作
付
す
る
こ
と
が
で

き
、
栽
培
体
系
も
通
常
の
稲
作

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
畜

産
農
家
で
は
、
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
代
替
と
し
て
配
合
飼
料
の

原
料
と
し
て
使
え
る
ほ
か
、
稲

発
酵
粗
飼
料
は
、
牛
も
好
み
、

長
期
保
存
で
き
る
こ
と
か
ら
年

間
を
通
じ
て
安
定
し
た
供
給
が

で
き
ま
す
。

　

市
内
で
は
現
在
、
飼
料
用
稲

が
3
営
農
組
合
で
約
７
㌶
、
稲

発
酵
粗
飼
料
は
２
営
農
組
合
で

約
4
㌶
作
付
け
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
養
豚
農
家
、
酪
農
農
家
に
供

給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
給
率
向
上
の
切
り
札
と
し

て
、
飼
料
用
稲
は
、
今
後
ま
す

ま
す
普
及
利
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

稲発酵粗飼料は、ロール状にして収穫します

手づくり野菜を
手にする本山
さん夫妻（朝日
町）は東京から
のIターン
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問
合
先
都
市
提
携
委
員
会
事
務
局

（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

35-

3
4
1
2

七
夕
の
ま
ち
に
響
い
た
鉦か

ね

の
音

 

市
民
ツ
ア
ー
で
は
友
好
都
市
の
魅
力
を
満
喫

　

高
山
市
の
友
好
都
市
で
あ
る

神
奈
川
県
・
平
塚
市
と
山
形
県
・

上か
み
の

山や
ま

市
を
訪
れ
る
市
民
ツ
ア
ー

が
７
月
２
日
か
ら
3
日
間
開
催

さ
れ
、
24
人
の
市
民
が
日
本
三

大
七
夕
ま
つ
り
に
数
え
ら
れ
る

第
59
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま

つ
り
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
初
日
の
平
塚
市
で

は
、
友
好
都
市
提
携
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
平
塚
八
幡
宮
な

ど
を
訪
れ
た
ほ
か
、
大
藏
平
塚

市
長
主
催
に
よ
る
歓
迎
式
に
参

加
。
豪
華
な
竹
飾
り
で
彩
ら
れ

た
夜
の
七
夕
ま
つ
り
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
は
上
山
市
を
訪
問

し
、
金
森
清す

水ず

の
視
察
や
横
戸
上

山
市
長
主
催
の
歓
迎
式
に
出
席

し
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
日
、
５
日
に
は
、
飛

驒
一
宮
水み

無な
し

神
社
闘
鶏
楽（
三み

つ

木き

亨と
お
る

当
番
頭
）の
み
な
さ
ん
が
平
塚

市
の
七
夕
会
場
で
伝
統
芸
能
を

披
露
。
道
行
や
円
陣
を
組
ん
で
舞

う
な
ど
、
鉦
を
打
ち
鳴
ら
し
て
の

公
演
は
、
七
夕
ま
つ
り
に
訪
れ
た

多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。平塚市の中心街での闘鶏楽の披露

開催期間中230万人が訪れたひらつか七夕まつり

保
険
医
療
課

35-

3
1
3
7

高
年
介
護
課

35-

3
1
7
8

問
合
先

高額医療・高額
介護合算制度が
始まりました

区　分 75歳以上の方 70～ 74歳の方 70歳未満の方

上位所得者
（基礎控除後の総所得金額
600万円以上の世帯） 67万円

（89万円）
67万円
（89万円）

126万円
（168万円）

現役並み所得者
（住民税課税所得145万円
以上の方と同一世帯の方） 67万円

（89万円）
一般
（他の区分以外の方）

56万円
（75万円）

56万円
（75万円）

住民税非課税
世帯の方

31万円
（41万円）

31万円
（41万円）

34万円
（45万円）住民税非課税世帯

でさらに所得が一定
基準以下の方

19万円
（25万円）

19万円
（25万円）

例：夫婦２人世帯（ともに72歳、住民税非課税）
で医療保険、介護保険でそれぞれ 25万円支払
い、年間負担額が50万円の場合…
　　　　　　　　↓
基準額の31万円を超えた19万円が支給されます。

＊基準額を超えた金額が５００円以下の場合は支給されません。
＊（　）内は、平成20年４月～平成21年7月末までの基準額。制度初年度のため 
　平成20年８月～平成21年７月末の基準額と比較して支給額の大きい方を支給

合
算
し
た
負
担
額
の

上
限
を
設
定

　

こ
れ
ま
で
に
も
医
療
に
は
高

額
療
養
費
、
介
護
に
は
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
と
い
う
制
度
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担
限
度
額

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
医
療
と
介
護
の
両

方
で
多
額
の
支
出
を
伴
う
世
帯

が
増
え
て
い
る
た
め
、
同
じ
世

帯
で
１
年
間
に
か
か
っ
た
医
療

と
介
護
を
合
算
し
た
負
担
額
の

上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

次
の
要
件
を
満
た
す
方
に

支
給
さ
れ
ま
す

①
同
じ
医
療
保
険
に
属
す
る
世

　

帯
単
位

②
介
護
保
険
と
医
療
保
険
の
両

　

方
に
自
己
負
担
が
あ
る

③
平
成
20
年
8
月
〜
平
成
21
年

　

7
月
末
に
支
払
わ
れ
た
医
療

　

保
険
・
介
護
保
険
の
自
己
負

　

担
額
が
基
準
額（
※
表
を
参

　

照
）を
超
え
て
い
る

　

な
お
、
食
費
や
居
住
費
、
差

額
ベ
ッ
ト
代
な
ど
は
支
給
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
は
市
役
所
窓
口
で

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
で
、
支
給
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方
に
は
、
12
月
こ
ろ

に
ご
案
内
し
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
方
に
は
、
申
請
の
対
象
と

な
る
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
保
険
医

療
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
平
成
20
年
4
月
か
ら
平
成
21

　

年
7
月
末
の
間
に
転
出
・
入

　

さ
れ
た
方

② 

平
成
20
年
4
月
か
ら
平
成
21

年
7
月
末
の
間
に
、
他
の
医

療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保

険
、
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
ら
れ
た
方

　

そ
の
他
の
健
康
保
険
な
ど
の

加
入
者
で
、
支
給
の
対
象
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
高

年
介
護
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
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問
合
先
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

35-

1
2
4
4

　

市
で
は
、｢
や
さ
し
さ
と
活
力

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
飛
驒
高
山
」

を
目
指
し
、
平
成
17
年
度
に
第

4
次
の
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

行
政
改
革
と
は
、
市
役
所
で

行
わ
れ
て
い
る
事
務
・
事
業
の

進
め
方
や
市
の
組
織
な
ど
に
つ

い
て
、
今
ま
で
の
や
り
方
を
見

直
し
、
さ
ら
に
良
い
も
の
に
変

え
て
い
く
こ
と
で
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
経
費
節
減
を
図

る
取
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

行
政
改
革
大
綱
は
、
そ
の
取

組
み
を
進
め
る
た
め
の
基
本
方

針
を
示
す
も
の
で
、
今
年
度
は

新
た
な
大
綱
の
策
定
を
市
民
の

み
な
さ
ん
の
考
え
を
お
聞
き
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
役
所
の
業
務
全
般
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
幅
広
い
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の『
声
』を

『行政改革』
ご意見募集中

ご意見はこちらまで
　総務課　　2 35-3133
　　　　　FAX35-3162
　HP http://www.city.takayama.lg.jp/
　　　　　 soumu/gyokaku.htm
　メール：soumu@city.takayama.lg.jp

知っていますか？
最終清掃
 汲み取り便槽の取り壊しや浄化槽廃止は適切な処理を

　下水道への切替工事や家屋の解体工事などで、汲
み取り便槽の取り壊し、浄化槽を廃止する場合には、
良好な住環境を守るために、槽内を最終清掃して撤去
する必要があります。
＊撤去する場合は｢最終清掃報告書」をご提出ください。
  （様式は市ホームページにもあります）
＊最終清掃は、市が許可した業者に依頼してください。

問合先 下水道課
235-3150

お住まいの区域 許可業者名 電話番号

高山（宮川東側地区全域
および石浦町）地域 ㈱丸大興業 32-0574

高山（石浦町を除く宮川
西側地区全域）、丹生川、
清見地域

高山清掃事業（株）32-4315

荘川地域 （有）荘白川クリーン 05769-5-2169

一之宮地域 クリーン大野（有） 53-1218

久々野、朝日、高根地域（有）クリアシステム 52-2212

国府地域 （有）吉城環境管理
センター 73-2609

上宝・奥飛驒温泉郷地域 ㈱神岡衛生社 0578-82-0337

　

市
で
は
現
在
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る｢

廃
食
油
」を
ご
み
と

し
て
出
す
場
合
、
液
体
の
ま
ま

で
は
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
布
や
紙
に
染
み
込
ま

せ
る
か
、
あ
る
い
は
固
化
剤
で

固
め
て
可
燃
ご
み
と
し
て
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
市
民
の
み
な

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
組
み
は
、
ご
み
の

資
源
化
を
本
格
的
に
進
め
て
い

く
た
め
に
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る｢

廃
食
油
」の
排
出
量
調
査
を

兼
ね
て
試
験
的
に
行
う
も
の

で
、
一
部
は
洗
剤
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

回
収
日　

日
曜
日
を
除
く
毎
日

（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

回
収
場
所　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー（
三
福
寺
町
）

回
収
方
法　

セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
て
い
る
回
収
容
器
に
各
自
で

搬
入

＊
国
府
、朝
日
、高
根
地
域
で
は
、

引
き
続
き
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）と
し
て
再
生
し
て
い

く
回
収
を
行
い
ま
す
。

廃食油の回収廃食油の回収
スタートスタート
 排出量の調査を兼ねて試験的に実施
　市では、廃食油（てんぷら油）の回収を試験
的に始めました。これは、廃食油を洗剤など
にリサイクルし、ごみの資源化を進めていこ
うというもの。事業所から排出されるものを
除き、無料で回収します。

ＢＤＦへの再生する装置。燃料は
公用車に利用されています

廃
食
油
を
回
収
す
る
18
㍑
缶
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㈳
高
山
青
年
会
議
所（
高
山

Ｊ
Ｃ
）は
、
市
と
㈶
民
間
都
市

開
発
推
進
機
構
の
助
成
を
得

て
、
地
域
の
団
体
や
法
人
が
行

う
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
事
業
は
、
ソ
フ
ト
部
門
と

し
て
青
少
年
育
成
や
ま
ち
お
こ

し
事
業
、
ハ
ー
ド
部
門
と
し
て
観

光
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

4
分
野
。
ソ
フ
ト
部
門
が
10
万

円
、
ハ
ー
ド
部
門
が
１
０
０
万
円

を
最
高
に
、
助
成
対
象
事
業
費

の
１
／
２
を
助
成
し
ま
す
。

●
募
集
説
明
会

　

8
月
26
日
㈬
、
9
月
9
日
㈬

（
午
後
１
時
30
分
、
7
時
の
2
回
）

会
場　

き
り
う
福
祉
セ
ン
タ
ー（
桐

生
町
8
）

申
込
方
法　

8
月
24
日
㈪
、
9

月
7
日
㈪
ま
で
に　

・　

で
申

し
込
む

参
加
資
格　

市
内
に
主
た
る
活

動
拠
点
を
有
す
る
団
体（
財
団

法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
も
し
く
は

市
登
録
市
民
活
動
団
体
な
ど
）

助
成
申
請
締
切　

9
月
30
日
㈬

ま
で
に
持
参
、
ま
た
は
郵
送

応
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

JC
まちづくり
基金

《
一
次
募
集
の
助
成
内
容
》

★
親
子
ふ
れ
あ
い
塾（
冬
の
つ
な
が
る
バ

ザ
ー
ル
）★
高
山
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会（
知
的
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る

学
習
研
修
会
と
啓
発
活
動
）
★
特
定

非
営
利
活
動
法
人
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト（
古

紙
回
収
を
と
お
し
た
障
が
い
者
の
就

労
訓
練
と
地
域
交
流
事
業
）

●参照HP http://www.takayama-jc.or.jp/

　市では「宝くじの助成」を受け、
飛驒高山御嶽トレーニングセン
ターの整備を行いました。宝く
じの収益は広く社会に役立てら
れています。
　問合先　財政課　235-3132

宝くじは
豊かさ築く
チカラ持ち

市民が育てる
高山の公共交通
　近年、過疎・高齢化の進展やマイカーの普及
などにより、公共交通の利用者は減少しており、
今後の運営にさまざまな課題を抱えています。
　こうした状況を受け、市では今年３月にバス
事業者や関係機関と ｢高山市公共交通活性化協
議会｣ を設立し、将来の公共交通のあり方を検
討しています。協議会では、市民のみなさんの
日常の移動手段や公共交通に対する考え方を把
握し、今後の取組みに反映させていくため、公
共交通に関するアンケート調査を行います。
　アンケートは、無作為に選んだ市民のみなさ
んに郵送でお届けします。お手元に届いた方は、
ご協力をお願いいたします。
●アンケート調査期間　8月上旬～下旬
　　　問合先　高山市公共交通活性化協議会
　　　　　 　  （事務局）企画課  235-3131

公共交通アンケート調査にご協力ください

支所地域の大切な
交通手段として利用
されている福祉バス

０
９
０-

４
１
１
７-

　

４
７
０
２

　
34-

5
3
7
9

申　

込

問
合
先

FAX 高
山
青
年
会
議
所

〒
５
０
６-

０
０
２
５

高
山
市
天
満
町
５-

１

　

国
府
支
所
建
設
に
伴
い
、
８
月
３
日
㈪
か
ら
新
支
所
完
成
ま
で
の

間
、
旧
教
育
会
館
内
に
国
府
地
区
社
教
ル
ー
ム
と
図
書
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
電
話
番
号　

72-

４
４
８
０（
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
社
教
ル
ー
ム
開
設
時
間　

平
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分

○
図
書
コ
ー
ナ
ー
開
設
時
間　

平
日
／
午
後
１
時
〜
午
後
５
時 

　

土
・
日
、　

小
中
学
校
春
・
夏
・
冬
休
み
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

な
お
、
国
府
公
民
館
は
指
定
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

解
体
に
よ
り
使
え
な
く
な
る
た
め
、
非
常
時
の
場
合
は
最
寄
り
の

避
難
所（
国
府
小
、
国
府
中
、
国
府
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

な
ど
）へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

国
府
支
所　

72-

３
１
１
１

旧
教
育
会
館
に
社
教
ル
ー
ム
と
図
書
コ
ー
ナ
ー
開
設

　「新型インフルエンザかな？｣と思ったら、まず、かかりつけの医
師に電話で相談しましょう。（これまでの発熱外来は休止されました）
【かかりつけ医師がいない場合の相談先】
　●平日8:30～18:00 発熱受診紹介窓口（県庁：058-272-8860）
　●上記時間外（土日、祝日、夜間）
　　地域救急医療センター（高山地域救急病院案内：0577-34-3799）
　＊飛驒保健所の「発熱相談センター」は「新型インフルエンザ健康相談窓口」に変
　  更し、自宅療養している新型インフルエンザ患者などの健康相談に対応します。

　　　　　　　　　　　 問合先　健康推進課　235-３１６０

 新型インフルエンザ

相談体制や医療体制が
変わりました！
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YANSAの夏

問
合
先

市
図
書
館「
煥
章
館
」

32-

3
0
9
6

読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
に

本
と
の
出
合
い
ワ
ク
ワ
ク

 

わ
く
わ
く
図
書
館
ビ
ジ
ッ
ト
事
業

　

図
書
館
利
用
の
マ
ナ
ー
や
本

の
借
り
方
な
ど
を
、
実
際
に
図

書
館
で
学
ん
で
身
に
つ
け
る

「
わ
く
わ
く
図
書
館
ビ
ジ
ッ
ト

事
業
」が
7
月
7
日
、
市
図
書

館「
煥
章
館
」で
行
わ
れ
、
龍
華

保
育
園
の
年
長
園
児
33
人
が
体

験
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
紙
芝
居
を
鑑
賞
し
、

館
内
を「
走
ら
な
い
・
大
声
を

出
さ
な
い
」な
ど
、
図
書
館
利

用
の
マ
ナ
ー
を
司
書
職
員
と
約

束
し
た
園
児
は
、
絵
本
コ
ー

ナ
ー
に
移
動
。
そ
れ
ぞ
れ
好
き

な
本
を
１
冊
選
び
、
自
分
で
貸

出
カ
ウ
ン
タ
ー
で
本
を
借
り
ま

し
た
。

　

同
館
で
は
引
き
続
き
こ
の
事
業

に
参
加
す
る
幼
稚
園
や
保
育
園
、

小
学
校
を
募
集
し
て
い
ま
す
。本の借り方が分かったよ！

（自分で本を借りる園児たち）

｢

得
と
く
商
品
券｣

の
使
用
期
限
は

８
月
15
日
ま
で
で
す
。

　
｢

得
と
く
商
品
券｣

の
使
用
期
間
が
８
月
15
日
で
終
了
し
ま
す
。ま
だ
、

　

未
使
用
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、加
盟
店
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

問
合
先　

高
山
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

32-

０
３
８
０

YANSAの夏
 飛驒高山YANSA21フェスティバル2009
●日時　8月2日（日）
　　　　13：30～ 18：30（予定）
●会場　飛驒・世界生活文化センター
　　　　コンベンションホール（千島町）

会場は駐車場が限られています。当日は、市内
４ヵ所と会場を結ぶ無料シャトルバスを運行します
のでご利用ください。
●運行時間 12：00～ 19：00（最終飛驒センター発）
●運行コース
①市役所⇔飛驒・世界生活文化センター
　（30分間隔）
②飛驒総合庁舎⇔飛驒・世界生活文化センター
　（30分間隔）
※飛驒総合庁舎内に臨時バス停が設置されます。

③ 東山中⇔日枝中⇔飛驒世界生活文化センター
（60分間隔）
※東山中と東山モリーの間に臨時バス停が設置されます。
※日枝中と山王福祉センターの間に臨時バス停が設置されます。
＊無料シャトルバスは、途中下車できません。
＊交通事情により発着時間が変更する場合があります。

無料シャトルバス運行します

問合先 飛驒高山YANSA21フェスティバル実行委員会
237-6111

★★★★★★★  出場チーム  ★★★★★★★
13：30開始 〈ジュニア部門〉 16：00開始 〈グランプリ部門〉
オープニング ～清見小学校ちびっこ太鼓～ 1 bee★Crew（bee Dance Studio）

1 みはとチビッコ拳士（美鳩幼稚園） 2 スイマー（高山中日文化センター）

2 TENSION↑↑ （三枝小学校） 3 bee （bee Dance Studio）

3 Singuっ子♡ガールズ（新宮小学校） 4 ぱねえ☆ひがやまスマイリーズ（東山中学校）

4 栃っ子ジョイントガールズ７ （栃尾小学校） 5 COOL JANKYS（＠ROOTS HIP-HOP DANCE SCHOOL）

5 北小YANSAクラブ （北小学校） 6 モダンガール★キャピキャピーズ（SHINOモダンダンススタジオ）

6 スタジオ  シーナ（神岡小学校） 7 bee Boy Crew （bee Dance Studio）

7 マリンボーイズ（高山短期大学附属幼稚園） 8 Be Slim☆（高山市勤労青少年ホーム）

8 チャイナガールズ （高山短期大学附属幼稚園） 9 TBJ （bee Dance Studio）

9 高山輪技団 10 あねかえし（高山中日文化センター）

YANSAコンサート
名古屋芸術大学音楽学部ジャズポップス
コース＆ミュージカルコースによるステージ

11 ViVid （斐太高校）

12 μ（下呂中学校）

13 フライ（高山中日文化センター）

14 えなっこリズム魂（江名子小学校）

15 ３年Ｂ組★畑中先生（東山中学校）

16 陸女（日枝中学校）

17 ともちゃんず☆（飛驒高山高校・斐太高校）

18 ローズ（高山中日文化センター）

19 リズムフレイバーズ（bee Dance Studio）

ど～んと Coco ｄe 踊らん会（平塚市・ゲスト出演）

出場チ ム出場チ ム ★★★★★★★★★★★

や ん さ
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問
合
先
国
府
支
所
基
盤
産
業
課

72-

3
1
1
1

問
合
先

飛
驒
民
俗
村

34-

4
7
1
1

問
合
先
久
々
野
支
所
地
域
振
興
課

52-

3
1
1
1

問
合
先

保
険
医
療
課

35-

3
1
3
7

ＤＶ被害者へ独自給付
定額給付金・子育て応援特別手当の相当額を市が独自に給付

　市では、現在住んでいるところに住民登録ができず、「定額給付金」
や「子育て応援特別手当」を受けることができないＤＶ被害者（配偶者
などからの暴力被害者）に対して相当額を給付します。
●申請手続き　福祉課までお問合せください。対象となるか確認のう
え申請書をお届けします。　　　　問合先　福祉課  235-３１３９

　8月15日は『戦没者を追悼し平和を
祈念する日』です。先の大戦におい
て亡くなられた方々を追悼し、恒久
平和を願い、それぞれのご家庭、職
場および地域で、正午に1分間の黙
とうをお願いします。
　　問合先　福祉課 235-３１３９

平和祈念の黙とう

《
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
》

○
Ａ
コ
ー
ス（
定
員
45
人
）

　

期
日　

9
月
7
日
〜
毎
週
月
曜　

　

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

○
Ｂ
コ
ー
ス（
定
員
45
人
）

　

期
日　

9
月
3
日
〜
毎
週
木
曜　

　

時
間　

午
後
１
時
〜
2
時

《
水
泳
教
室
》

○
成
人
Ｃ
コ
ー
ス（
定
員
6
人
）

　

期
日　

９
月
１
日
〜
毎
週
火
曜　

　

時
間　

午
後
6
時
45
分
〜
8
時

○
リ
ハ
ビ
リ
Ｄ
コ
ー
ス（
定
員
10
人
）

　

期
日　

9
月
2
日
〜
毎
週
水
曜　

　

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

○
リ
ハ
ビ
リ
Ｅ
コ
ー
ス（
定
員
10
人
）

　

期
日　

9
月
2
日
〜
毎
週
水
曜　

　

時
間　

午
前
11
時
〜
正
午

○
初
心
者
Ｆ
コ
ー
ス（
定
員
10
人
）

　

期
日　

9
月
2
日
〜
毎
週
水
曜　

　

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

○
初
心
者
Ｇ
コ
ー
ス（
定
員
10
人
）

　

期
日　

9
月
2
日
〜
毎
週
水
曜　

　

時
間　

午
前
11
時
〜
正
午

共
通
事
項

対
象　

高
山
市
国
民
健
康
保
険
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者

参
加
料　

無
料

場
所　

ヒ
ー
ロ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル（
花
岡
町
２
・
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

内
）

申
込
方
法　

8
月
12
日
㈬
ま
で
に

希
望
コ
ー
ス（
第
2
希
望
ま
で
記
入

可
）、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
保
険
証
の
記
号
番
号

ま
た
は
被
保
険
者
番
号
を
記
入
し
、

　

 

、　 
で
保
険
医
療
課
ま
で
申
し

込
む

※
合
同
説
明
会

期
日　

8
月
24
日
㈪

場
所　

市
役
所

参
加
者
に
は
決
定
通
知
と
と
も
に
説

明
会
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

能力に応じた
コース選択ができます
 『水泳教室・アクアビクス』参加者募集

湯・遊健康講座

飛
驒
国
府

サ
マ
ー
ジ
ョ
イ
フ
ェ
ス
タ

期
日　

8
月
22
日
㈯

時
間　

午
後
3
時
〜
8
時
30
分

場
所　

福
祉
の
里（
国
府
町
木

曽
垣
内
）

　

打
上
花
火
や
よ
さ
こ
い
全
国

大
会
で
入
賞
し
た「
半は

布ぶ

里り

」の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
飲
食
バ

ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

飛
驒
の
里　

夏
の
イ
ベ
ン
ト

○
夏
休
み
わ
ん
ぱ
く
物
語

期
日　

8
月
1
日
㈯
〜
2
日
㈰

巨
大
か
ぶ
と
虫
に
乗
っ
て
記
念

写
真
を
撮
ろ
う
！
、
せ
ん
べ
い

焼
き
体
験
な
ど

○
現
代
津
軽
三
味
線
徳
山
流
の
演
奏

期
日　

8
月
9
日
㈰

時
間　

午
前
11
時
〜
、
午
後
１

時
30
分
〜（
2
回
）

○
夕
涼
み
お
盆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

期
間　

8
月
13
日
㈭
〜
15
日
㈯

時
間　

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

※
市
民
と
確
認
で
き
る
も
の
を

提
示
す
れ
ば
無
料

ア
ル
コ
ピ
ア
ひ
ま
わ
り
園

期
間　

8
月
7
日
㈮
〜
16
日
㈰

場
所　

ひ
だ
舟
山
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー

ト
ア
ル
コ
ピ
ア
・
ふ
る
さ
と
公
園

（
久
々
野
町
無
数
河
）

　

約
20
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
会

場
を
黄
色
く
染
め
ま
す
。
夜
間

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
午
後
9
時
ま

で
）も
楽
し
め
ま
す
。

夏の
イベント
情 報

Ｅｖ
ｅｎ
ｔｓ

◎あなたが防ぐ電気事故/8月は電気使用安全月間



くらしくらしと健康健康くらしくらしと健康健康くらしと健康 問合先　健康推進課　　35-3160

8月 のこころの健康相談
地域 相談日 時間 場　所 内　容

高山

久々野

5日（水）

26日（水）

市保健センター

久々野保健センター

１３：３０
　～１５：００
１３：３０
　～１５：００

・精神科医による無料
　相談です
・予約が必要です

◎休日、夜間等の急病の場合、受診できる医療機関の問い合わせは、高山地域救急病院案内（　34―3799）へ

問合先 飛驒保健所 33-1111（内310）

健　

康　

の　

相　

談　

と　

診　

療

健　

康　

の　

相　

談　

と　

診　

療

相談名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場所

4 カ 月 児 健 診

1 歳 6 カ 月 児 健 診

　 　
2 歳 児 相 談

3 歳 児 健 診

市 民 健 康 相 談

医 科 診 療

歯 科 診 療

小 児 夜 間 診 療

母子健康手帳を受けていない妊婦
出産予定が22年  1月の妊婦
出産予定が21年  12月の妊婦
出産予定が21年  11月の妊婦
出産予定が21年  10月の妊婦と夫

育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

日曜日に急に病気になった方

日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

夜間に急に病気になった方

21年
21年
21年
20年
20年
19年
19年
19年
18年
18年

3月21日～
4月  1日～
4月11日～
1月  1日～
1月16日～
7月  1日～
7月11日～
7月21日～
7月  1日～
7月16日～

3月31日生まれ
4月10日生まれ
4月20日生まれ
1月15日生まれ
1月31日生まれ
7月10日生まれ
7月20日生まれ
7月31日生まれ
7月15日生まれ
7月31日生まれ

11・25
3
10
17
24
5
19
26
6
27
7
21
28
7
28

13：15～13：30
13:15～13：30
13:15～13：30
13:15～13：30
  9：15～  9：30

13：00～14：00

12：30～13:30

  9：15～  9：45

12：30～13:30

  9：00～11：00

（月）13：30～15：30
（木） 9：00～11：00
  8：30～11：30
13：00～14：30

  8：30～11：30

20:00～21:30

妊 娠 証 明 書
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
問 診 票
バ ス タ オ ル

母 子 健 康 手 帳
問 診 票

母子健康手帳・問診票
子ども用フォーク・お手
ふき・歯ブラシ・コップ

母子健康手帳・問診票
尿・歯ブラシ・コップ

乳幼児の相談の方は
母 子 健 康 手 帳

市
保
健
セ
ン
タ
ー（　
35―

3
1
6
0
）

市保健センター内
高山市休日
診療所
　３５－３１７５

毎週月～金
（祝日を除く）
毎週月・木
（祝日を除く）

2・9
16・23・30

市保健センター

各支所

2009.8.1

久美愛厚生病院内
小児夜間救急診療室　
　32-1115

7・14
21・28

2・9
16・23・30

健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証
（受給されている方）
フッ素塗布：1,050円
健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証

妊 婦 教 室  
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室  

母 子 健 康 手 帳 交 付
第1回
第2回
第3回
第4回

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

8月の特定健診会場（高山市国保）

○肺がん検診（胸部レントゲン検査）および健康診査（40
　歳未満）も受けられます。
○受付時間は午前8時30分から午前10時30分までです。
○いずれの会場も駐車場が少ないのでご注意ください。
○被用者保険（高山市国保以外の健康保険）でも、上記
　会場で健診を受けられる場合があります。（受付時間は
　午前10時から10時30分です）ご加入の健康保険にお
　尋ねください。

８月3日（月）
4日（火）
6日（木）
7日（金）
10日（月）
11日（火）
19日（水）
20日（木）
21日（金）
24日（月）
25日（火）
27日（木）
28日（金）

8月20日（木）
　  21日（金）

8月 3日（月）

8月17日（月）
　  18日（火）
　  31日（月）

市保健センター

高山厚生病院

勤労青少年ホーム

山田町公民館

宇津江公民館
宇津江２区公民館

折敷地集会所（※会場が変更しています）
旗鉾集会所
旧東小学校体育館

三ツ谷会館
藤瀬公民館

久々野支所

高山地域

国府地域

久々野地域

丹生川地域

清見地域

健 診 日 健　診　会　場

健 診 日

8月17日（月）
　  18日（火）

健 診 日

健　診　会　場

8月31日（月） 甲公民館

朝日地域
健 診 日 健　診　会　場

健 診 日 健　診　会　場

健　診　会　場

健 診 日 健　診　会　場

集
団
予
防
接
種   

（
8
月
〜
9
月
）の
お
知
ら
せ

※お住まいの地域での接種が原則ですが、他の地域
で接種を希望される場合は、ワクチン準備の関係があ
りますので健康推進課までご連絡ください。 

問合先 健康推進課
35-3160

○必要なもの 母子健康手帳
○料金　無料
○予防接種が受けられない方
　①下痢・発熱・重い急性の病気
　②他の生ワクチン（麻しん・風しん、ＢＣＧなど）接種後28日未満
　③他の不活化ワクチン（三種混合、二種混合など）接種後7日未満
○かかりつけの医師に相談が必要な方
　①１カ月以内にウイルス性疾患（突発性発疹、手足口病、
　　水ぼうそう、おたふくかぜなど）にかかった方
　②１年以内にけいれんを起こした方

ポリオ 生後３カ月～７歳６カ月
未満のお子さんが対象

地　域 場　　　所 8月 9月 受 付 時 間

丹生川保健センター丹生川

ポリオは41日以上の間隔で2回（春期と秋期に実施）

9 １４：００～１４：３０

■日本脳炎（新ワクチン）の接種について
　日本脳炎の接種は、引き続き積極的な勧奨は行いませんが、
新ワクチンの接種を希望される方は医療機関にご相談の後、
健康推進課で予診票をお受け取りください。
接種可能年齢　生後6カ月～ 7歳6カ月（接種優先年齢3歳～
6歳で過去に未接種の方）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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　高山市国民健康保険事業の一環と
して、飛驒口腔保健協議会と協賛し
講演会を行ないます。
　講演：「健康を考えるキーワード、  
　　　　それは？」
　講師：青山学院大学教授（分子生物学者）
　　　  福岡伸一氏
日時　8月22日（土）　午後2時～ 4時
場所　ひだホテルプラザ（花岡町2）
参加費　無料
申込方法　直接会場へ

　トマト栽培に興味のある方、定年を
機に本格的な栽培をしたい方などを
対象に、見学ツアーを開催します。
期日　8月29日（土）
時間　午後1時30分～
内容　市内のトマト栽培農家の見学
　　　など
定員　40人（超えた場合は抽選）
参加費　無料
申込方法　8月21日（金）までに住所・
氏名・電話番号・年齢・性別を記
入し、

出 品 料
申 込 方 法

申 込 期 間

内 容

無料
公募要項にある出品申込書に必要事項を記入して、申込期間中に生涯
学習課へ提出。窓口（ただし平日のみ）、　　（10月10日消印有効）にて。
10月1日（木）～10月10日（土）
※出品申込期間を過ぎての受付は、お受けいたしかねます。

　郷土の歴史に親しんでいただくた
め古文書講座を開催します。
　今回のテキストは、これまであま
り知られていなかった能登国穴水支
庁へ赴任した元地役人の日記です。
講師：西村宏一氏
対象  市内在住または勤務の方
期日  8月30日（日）
時間  午前10時～午後3時（休憩あり）
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）
定員   70人（超えた場合は抽選）
参加費  無料
申込方法  8月20日（木）までに　　、　
　　、　　、　　　※はがきの場合は
当日消印有効

健康講演会
問合先 保険医療課

　 35-3137

　岐阜県精神保健福祉センターが、
NPO法人岐阜県断酒連合会の協力を
得て、『酒害相談』を実施します。アル
コール問題を抱えている方はお気軽に
ご相談ください。
日時　8月16日（日）・10月18日（日）・ 
         11月15日（日）・12月20日（日）
時間　いずれも午後1時～3時
場所　総合福祉センター（昭和町2）
※これ以外にも、他地域の酒害相談
やNPO法人岐阜県断酒連合会の各
断酒会主催の断酒定例会もあります
ので、詳しくはお問い合わせください。

酒害相談
問合先 岐阜県精神保健福祉センター

　 058-273-1111 （内線２２５２）

開催期間　8月10日（月）～8月16日（日）
応募資格　市民の方ならどなたでも。
　　　　　なお1人1点まで
応募期間　8月10日（月）～8月15日（土）
　　　　　午前8時30分～午後4時
　　　　　8月16日（日）
　　　　　午前10時～正午
抽選　同一製品に応募者が多数ある場
合は、8月16日（日）午後1時から抽選を行
い、当選された方にはご連絡します。
場所　資源リサイクルセンター（三福寺町）
出品　自転車・木製家具など100点
※無料のサービス品もあります。

リフォーム製品フェア
申　込
問合先

資源リサイクルセンター
　 35-1244

高山市民カレッジ 歴史古文書講座
申　込
問合先

郷土館
〒506-0844　高山市上一之町７５
　 ３２-１２０５  FAX３５-１９７０

トマト見学ツアー
申　込
問合先

飛驒地域農業改良普及センター
　 33-1111  FAX36-1246

第54回 高山市美術展覧会作品公募
部　　門：一般の部、青年の部で、それぞれ日本画・洋画・版画・彫刻・工芸・書・写真・
　　　　　グラフィックデザインの作品を募集。
応募点数：１部門１人１点（版画・彫刻・グラフィックデザインは２点まで）

申　込
問合先　

生涯学習課
　35-3155

ふくおかしんいち

にしむらこういち

昨年度市展賞受賞作品（一般・版画部門）

●作品搬入日時
●作品搬入場所

10月17日（土）午前１０時～午後３時
市民文化会館（昭和町1）

＊公募要項は、８月３日（月）から生涯学習課、各支所
　地域振興課、市民文化会館、市図書館「煥章館」に設置。

参加資格　どなたでも
期日　毎週水曜日（祭日を除く）
時間　午前9時～午後3時（午前11時
から午後1時までの時間帯を除く）
場所　市役所（花岡町2）
定員　4人（定員になり次第締切）
内容　・仕事や就職の悩み、求人雑
　　　　誌の見方・選び方など
　　　・採用担当者の目線で模擬面
　　　　接をして、面接のチェックポイ
　　　　ントをお伝えします。
　　　・履歴書、職務経歴書などの
　　　  添削　など
参加料　無料
申込方法　商工課へ直接、または

商工課
　 35-3144

就職相談
申　込
問合先
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高山市社会福祉協議会
　３５-０２９４

●陶芸教室
期日  ①コース　８/22（土）・9/５（土）・
　　 12（土） 土曜日開催　
②コース 9/8(火)・２４（木）・10/１（木） 平日開催
時間　午後１時３０分～３時３０分
場所　①コース 総合福祉センター（昭和町2）
②コース 国府福祉センター（国府町木曽垣内）
定員　各コース２０人　参加料　５００円
申込方法　①コース：8月10日（月）までに　　・
　　　　　②コース：8月31日（月）までに　　・　　　

参加資格　市内に在住・在勤の方
期日　 9/2、9/9、9/16、9/30、　　
　　　 10/7、10/14　毎週水曜日
時間　午後1時30分～ 2時30分
場所　女性青少年会館（花里町1）
定員　20人（超えた場合は抽選）
参加料　保険料 600円
申込方法　8月8日（土）までに　　・
来館・　　・　　（FAX・メールの場
合、講座名・氏名・住所・電話番号
記載）

　Microsoft Word・ Excelを基礎か
ら身につけていきます。
参加資格　市内在住・在勤の方
期日　ワード初級 9/4・11・18・25・
　　　10/2・9  毎週金曜日
　　　エクセル初級  9/3・10・17・
　　　24・10/1・8 ・15 毎週木曜日
時間　午後1時30分～3時
場所　女性青少年会館（花里1）
定員　各10人（超えた場合は抽選）
参加料　テキスト代 500円
申込方法　8月11日（火）までに　　・
来館・　　・ 　　（FAX・メールの場合、
講座名・氏名・住所・電話番号記載）

◆高齢者健康教室（ひざ腰元気教室）◆

期日　8月17日（月）～10月19日（月）
　　  毎週月曜日　全10回
時間　初心者  午後1時30分～2時30分
　　　初心者以外  午後2時～3時
場所　奥飛驒トレーニングセンター
　　　プール（奥飛驒温泉郷村上）
定員　両コースで20人（定員になり次
　　　第締切）
参加料　11,000円（10回）
申込方法　8月15日（土）までの営業時
　　　　　間内に
営業時間　平日  午後1時～8時
　　　　　土.日.祝 午前11時～午後5時
休館日　毎週火曜日（7/21～ 8/25）

　奥飛驒温泉郷に生息するチョウを採
取し、標本を作ります。
参加資格　小・中学生とその保護者
期日　8月22日（土）
時間　午前9時30分（9時受付開始）～
　　　 午後2時30分
場所　飛驒･北アルプス自然文化セ
　　　ンター（奥飛驒温泉郷平湯）
定員　１０組２０人（超えた場合は抽選）
参加料　無料
申込方法　8月20日（木）までに
　　　　　（水曜日を除く）

　バランス食について親子で学習と
調理実習をします。
参加資格　市内に在住の小学生とそ
の保護者
期日　8月20日（木）
時間　午前9時30分～午後1時
場所　市保健センター（花岡町2）
定員　14組（超えた場合は抽選）
参加料　一人　100円
申込方法　8月10日（月）までに　  ・

　　　　　
奥飛驒トレーニングセンタープール
　 ０５７８-８９-２１４５

奥飛驒トレーニングセンタープール 水泳教室
申　込
問合先

申　込
問合先　

高山市社会福祉協議会
　35-0294 FAX34-6736

　　　　　
女性青少年会館
　 32-0394  FAX３５-2394
E-mail:info＠takayama-home.jp

ピラティス秋講座
申　込
問合先

◎笑顔まつ　家庭に帰ろう「8」のつく日（毎月8日、18日、28日は「早く家庭に帰る日」です）

　　　　　
女性青少年会館
　 ３２-０３９４  FAX３５-２３９４

ワード・エクセル初級講座
申　込
問合先

健康推進課
　 ３５-３１６０

ひまわり会料理教室
申　込
問合先

飛驒･北アルプス自然文化センター
　 ０５７８-８９-２６１８

親子昆虫採集・標本作り教室
申　込
問合先

E-mail:info＠takayama-home.jp

障がい者・高年者 ふれあい陶芸教室障がい者・高年者 ふれあい陶芸教室・写真教室・写真教室障がい者・高年者 ふれあい陶芸教室・写真教室

●写真教室
期 日  ①8/21、②9/18、③9/25、④10/９、
⑤10/30、⑥11/13、⑦11/27　
いずれも金曜日、全７回
時間  ①③⑤⑥⑦は、午前10時～ 12時
　　   ②④は、午後１時30分～３時30分
場所  総合福祉センター（昭和町2）
定員　25人　参加料　無料（フィルム代は、各自負担）
持ち物　カメラ（デジタルカメラでも可）
申込方法　8月14日（金）までに  　・

参加資格  市内の障がい者および60歳以上の方

お電話で直接お申込みください。（８月14日（金） 締切）
申込み先
 （問合先）

高山市福祉サービス公社
　３６-２９４０

山王福祉センター（森下町１-208） 総合福祉センター（昭和町2丁目６８-１）実施会場

参加料
参加対象

実施期間
実施時間

9/16（水）～ 2/17（水）
毎週水曜日（祝祭日を除く）（計２０回）
午後１時30分～ 3時30分

9/25（金）～ 2/12（金）
毎週金曜日（祝祭日を除く）（計２０回）
午前9時30分～ 11時30分

15人 15人
※応募多数の場合は、抽選となります

無　　料
高山市内に住所を有し､介護保険の認定を受けていない65歳以上の健康づくりに関心のある方

定員
（※）

高齢期をいきいきと！高齢期をいきいきと！高齢期をいきいきと！

介護予防のために・・・
　いつまでも心身ともに健康で、自分らしく楽しく暮らし続けることができれば、これ
以上のことはありません。
　年を重ねても元気で「いきいき」と暮らしていくためには、心身の衰え方をゆっくりに
するための工夫や取り組みが必要といわれますが、その取り組みを『介護予防』と
いいます。介護予防のために、日々の暮らし方の工夫や運動、食生活などについ
て楽しく取り組んでみませんか？
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　市民憲章の具現化を目指す「花いっ
ぱい運動」の成果を発表する場として
幅広く募集します。
対象　市内の個人、団体が育成した
　　　花壇
申込方法　市役所、支所地域振興
課にある所定用紙に写真（L判8.9㌢
×12.7㌢）3枚以内を添付して8月17日
（月）までに直接、または
一次審査　書類審査（8月25日）
二次審査　現地審査（8月30日）
　なお、表彰式は9月11日（金）を予定
しています。（入賞者には通知します）

期日　10月29日（木）
時間　午後6時30分 開場　
　　　午後7時 開演
場所　久々野公民館ホール
　　　（久々野町久々野）
定員　500人（超えた場合は抽選）
入場料　3,000円
申込方法　　 に住所・氏名・電
話番号・購入枚数（１通2枚まで）
を記入し、9月15日（火）までに送
付（必着）※ハガキは1人1通まで
※当選された方は当選通知ハガキ
と入場料を持参し、久々野公民館
窓口で事前に入場券と引き換え

募　集

荒城農業体験交流館体験教室荒城農業体験交流館体験教室
対象 市内在住・在勤の方
場所 荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法 　　・　　（定員を超えた場合は抽選）

申　込
問合先　

荒城農業体験交流館
　72-1066

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ 問合先　市図書館「煥章館」　 32-3096

体験教室名 時　　間期　日 定員 参加費 申込期限

そば打ち体験教室

うどん打ち体験教室

お菓子つくり教室

8月12日（水）

8月19日（水）

8月20日（木）

8月  5日（水）

8月12日（水）

8月12日（水）

午後7時～9時30分

午後7時～9時30分

午後1時～3時30分 10人

15人

15人

1,000円

500円

1,000円

自衛隊岐阜地方協力本部高山出張所
　 32-3028

自衛官募集
申　込
問合先

近代イギリス社会と音楽（全５回）
○第3回「帝国の変貌 Ｐａｒｔ１」
　ヴォーン＝ウィリアムズの「グリーンスリーブ幻
想曲」や「ロンドン交響曲」、ホルストの「惑星」
などの作品を聴きます。
期日 8月17日（月）　時間 午後7時30分～ 9時
場所 市図書館「煥章館」（馬場町2）

※参加費無料、
　当日直接会場へ

◎図書館の8月特集コーナー：【児童】『昆虫だいすき！』　【一般】『Ｏｕｔｄｏｏｒ』

障がい者・高年者 ふれあい陶芸教室・写真教室

問合先 市民活動推進課　 
　 35-3412

市民憲章推進協議会フラワーコンクール

桃源郷寄席
「春風亭小朝独演会」

往復
ハガキ

申　込
問合先　

久々野地区社教
〒509-3205 久々野町
久々野1505-4
　５２-３１１２ 

CDコンサート
①絵本・紙芝居などの読み聞かせ　②折り紙、画用紙を使った簡単な工作
③読み聞かせボランティアから参加者へ簡単な読み聞かせのアドバイス、相談
期日  8月4日（火）　　時間  午前10時～正午　　
場所  きよみ館「和室」および「わくわくルーム」（清見町三日町）

清見分館　おはなし会

①絵本・紙芝居などの読み聞かせ　②折り紙、画用紙を使った簡単な工作
③読み聞かせボランティアから参加者へ簡単な読み聞かせのアドバイス、相談
期日  8月20日（木）　　時間  午前10時～正午　　
場所  高根支所（高根町上ヶ洞）

高根分館　おはなし会

上映作品　「とうさんまいご」「ぐるんぱのようちえん」
期日  8月22日（土）　　時間  午後1時30分～作品終了まで　　
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）

映画上映会

空町駐車場の特定日について
８月１３日（木）～８月１6日（日）

　通常、高山市図書館をご利用の方で、空町駐車
場の駐車券をカウンターにお持ちの方には、駐車し
てから2時間までの無料処理をしておりますが、上記
日程については、夕方５時まで無料になりません。
場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）

高齢期をいきいきと！

　来春入隊する自衛官を募集します。
各種目とも受付期間は9月7日（月）から
10月2日（金）まで。男女は問いません。
募集種目
○防衛大学校
　自衛隊幹部を養成する学校
○防衛医科大学校
　自衛隊の医師である幹部を養成する学校
○看護学生
　陸上自衛隊の看護師を養成するコース

　11月25日から12 月1日は「犯罪被害
者週間」です。平成21年度の標語を
募集します。
対象　どなたでも応募できます。ただ
し、個人によるものとし、原則、一人
１点の応募とします。作品は、未発
表オリジナルのものに限ります。
応募方法　8月11日（火）までに　　、
　　、

「犯罪被害者週間」標語
申　込
問合先

内閣府犯罪被害者等施策推進室
　 ０３-３５８１-１１６２ FAX０３-３５８１-０９０２

〒100-8970  千代田区霞ヶ関３－１－１
合同庁舎４号館４階「犯罪被害者等
施策推進室 標語募集係」
HP  http://www8.cao.go.jp/hanzai/
　　index.html
※作品に、①氏名・フリガナ ②住所
③電話番号④性別。高校生以下の
方は、⑤学校名 ⑥学年 それ以外の
方は、⑤年齢 ⑥職業を明記
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情報のひろば 情報情報のひろばひろば情報のひろば

●8月前半のケーブルテレビ番組（主なもの）●

※ケーブルテレビでは、このほかにもいろいろな番組を放送しています。ぜひご覧ください。

わがまち再発見

番　組　名 放　送　内　容

○月水金日  8：00～  10：30～  20：30～
○火木土　10：00～  12：30～  21：30～

○月水金日 6：30～  9：30～  19：00～
○火木土　 8：30～  11：30～ 20：00～

○月水金日 12：00～  21：30～
○火木土　 14：00～  19：30～

ハイ！ 市役所です

飛驒高山情報局

高山市の姉妹友好都市をご存じですか？
　～姉妹友好都市を紹介します～
24時間対応の安心ホットライン
　～電話医療相談がスタートしました～

飛驒の街道　～越中街道～

各種無料相談
●司法書士無料法律相談
司法書士会高山支部による法律相談所
期日　8月29日（土）
時間　午後1時～ 5時
場所　市民文化会館（昭和町1）
申込方法　事前に

●不動産無料相談
宅建協会飛驒支部による相談所
期日　8月11日（火）
時間　午後1時～ 3時
場所　宅建協会飛驒支部事務所（総和町2）
申込方法　直接会場へ

申　込
問合先　

岐阜県司法書士会事務局
　058-248-1715

申　込
問合先　

岐阜県宅地建物取引業協会飛驒支部
　36-1396

　児童扶養手当は、母子家庭などの
生活の安定と自立を助け、子どもの心
身の健やかな成長のために支給される
ものです。
　対象となるのは、母子家庭や父親
に重度の障がいのある家庭の児童を
養育している母親や、父母にかわって
児童を養育している方です。
　手当を受けるためには、必要書類
を添えて市へ請求しなければなりませ
ん（一定の所得制限があります）。
【現況届の提出を忘れずに】
　現在、手当を受給されている方は、
8月31日（月）までに現況届の提出が必
要となります。提出されない場合は、
手当を受給できなくなることがあります
ので、ご注意ください。

ご存知ですか？ 児童扶養手当
子育て支援課
　 35-3140

　岐阜県に提出された大規模小売店舗
の新設の届出書の閲覧を行っています。
名　　称　 エイデン高山店
所 在 地 　上岡本町7丁目地内
新 設 日 　平成22年2月17日（水）
店舗面積　  3,306㎡
閲覧期間　 平成21年10月26日（月）
　　　　　 まで
時　　間　 午前8時30分～午後5時15分
場　　所　 市役所商工課（花岡町2）

大規模小売店舗立地法に基づく届出の閲覧
問合先　商工課中心市街地活性化推進室
　　　　　35-3426

わくわく図書館ビジット事業
飛驒の里開村記念
バケツ注水大会　ほか

問合先

市営墓地はみなさんで管理を

　夏の風物詩「花火」。しかし取扱いを誤
ると事故につながりかねません。
　楽しく遊んで心に残る夏のよい思い出
をつくりましょう。

ルールを守って花火を楽しみましょうルールを守って花火を楽しみましょうルールを守って花火を楽しみましょう

●水道メーターの取替作業を進めています（敷地内への立入や10分程度の断水にご協力願います）。

（各支所管内の宅内修繕は、施工した指定工事店で対応します）水道工事当番店〔8月〕 問合先  上水道課 　35-3149

期　日 指定工事事業者 電　話 期　日 指定工事事業者 電　話

期　日 指定工事事業者 電　話

期　日 指定工事事業者 電　話

高山地域

その他地域

8
月
中 

土・日・祝

期日 指定工事事業者 電　話

78-1552

53-2043

68-2109
68-2614
05769-2-2460
68-2109

丹生川地域／㈲こがいと設備

一之宮地域／㈲川原設備

清見地域／㈲橋詰設備
　　　　　㈲梅地土建
荘川地域／㈲奥美濃設備
　　　　　㈲橋詰設備

国府地域
期　日 指定工事事業者 電　話

朝日・高根地域

久々野地域

上宝・奥飛驒温泉郷地域

日時　8月8日（土） 午前10時～午後4時
○面接相談（要事前予約）
場所　県民生活相談センター（岐阜市）
定員　先着23人
申込方法　8月7日（金）までに
　058-277-1003
○電話相談　（当日時間内に　  ）
　058-277-1003（予約不要）

1（土）

2（日）

8（土）

9（日）

15（土）

16（日）

22（土）

23（日）

29（土）

30（日）

㈱洞口設備工業

橋本工業㈱高山支店

㈲桜本配管工事店

松井水道㈲

㈱岩佐鉄工所

㈱蜘手製材所

㈱伊千呂 

浜田設備工業㈲

高橋建設㈱

㈱神高高山営業所

㈲八賀設備

国府設備

㈲上西技研

㈲下形設備

㈱森本配管工事店

72-2939

72-3176

72-2285

72-3009

72-3067

㈲大道石油

㈲朝日電気工事商会

㈲山本商会

㈲洞口住設

アクシス

52-3131

52-3284

52-0020

55-3074

55-3061

1（土）・2（日）・8（土）
9（日）・15（土）
16（日）・22（土）
23（日）・29（土）
30（日）

8（土）・9（日）

15（土）・16（日）

22（土）・23（日）

29（土）・30（日）

1（土）・2（日） ㈲大下工業所

㈲大下設備工業

㈲中本設備

㈲大下工業所

㈲大下設備工業

0578-86-2331

0578-86-2413

0578-86-2606

0578-86-2331

0578-86-2413

8（土）・9（日）

15（土）・16（日）

22（土）・23（日）

29（土）・30（日）

1（土）・2（日）

15（土）・16（日）

1（土）・2（日）
8（土）・9（日）

22（土）・23（日）
29（土）・30（日）

32-1316

73-5464

32-5555

33-1219

33-5588

34-7877

33-0222

34-1118

33-6800

33-0369

岐阜県環境生活政策課
　 058-272-8204

多重債務110番
問合先
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◎ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています  1日、15日の午前6時～7時・午後10時～11時

8月1日（土）

2日（日）
3日（月）
6日（木）
9日（日）
15日（土）

15日（土）

22日（土）

24日（月）
30日（日）

絵馬市（～15日　山桜神社ほか）
にゅうかわ夏まつり（丹生川支所前広場）
真夏の祭典inあさひ(道の駅ひだ朝日村）
リサイクル資源回収（西社教）
新平湯温泉いで湯まつり・夏　奥飛驒絵馬市（～25日 奥飛驒温泉郷）
韓国伝統音楽団「天のソリ地のソリ」公演（丹生川文化ホール）
平湯温泉猿満まつり（～７日　奥飛驒温泉郷）
七夕岩まつり（松之木町　七夕岩公園）
第26回飛驒高山手筒花火打ち上げ（宮川弥生橋下流）
ひだ荘川納涼祭り（荘川総合センター駐車場）

飛驒一之宮・納涼夏祭り（一之宮支所前駐車場）
ひだ桃源郷くぐの納涼夏まつり（久々野支所周辺）
いきいき縄文フェスティバル（～23日 久々野町 堂之上遺跡公園）
リサイクル資源回収（一之宮子ども会育成連絡協議会、国府中ＰＴＡ）
リサイクル資源回収（山王社教）
飛驒にゅうかわコスモスまつり（ほおのき平スキー場）

※高山地域の結婚相談は、毎週火曜日の第１・３・５週は午後０時３０分～３時３０分、第２・４週は午後５時３０分～８時３０分

各種相談窓口をご利用ください （8月）

高　山

丹生川

清　見

荘　川

一之宮

久々野

朝　日

高　根

国　府

地域　　　　　　  行政相談

21日（金）／午後1時～4時／丹生川支所

25日（火）／午前9時～正午／荘川総合センター

19日（水）／午後6時～9時／丹生川福祉センター

 

12日（水）／午後1時～4時／荘川福祉センター 

6日（木）／午後6時～9時／飛驒位山文化交流館 

19日（水）／午後6時30分～9時30分／久々野支所 

毎週水・金曜日／午後1時～4時／総合福祉センター※結婚相談日は別日 

10日（月）／午前9時～正午／きよみ館（清見支所）

10日（月）／午前9時～正午／高根福祉センター

19日（水）／午後6時～9時／朝日支所

おしらせ

《今後の予定》

上　宝
奥飛驒温泉郷

11日（火）／午後１時～3時／山王福祉センター

5日（水）／午後１時～4時／国府支所

問合先　秘書国際室 　35-3130

問合先　管財課　　35-3135

※なるべく事前に
　予約ください○市長室 FAX 32-7000

○市民と市長の面談日
8月19日（水）午前9時30分～11時30分

8月のこよみ

人権相談心配ごと・結婚相談

　発明考案の出願、特許・商標の登
録などについて弁理士による無料相談
会を行います。
参加資格　どなたでも
期日　8月13日（木）
時間　午後1時～ 4時
場所　市役所 2階（花岡町2）
定員　6人
申込方法　

　　　　　
商工課
　 35-3144

無料発明相談会
申　込
問合先

（定員になり次第終了）

19日（水）／午後6時30分～9時30分／国府支所

12日（水）／午後1時～4時／上宝支所

5日（水）／午後1時～4時／国府支所

願書受付　8月21日（金）～9月8日（火）
　  　　　 消印有効
試 験 日  平成21年11月4日（水）
受験場所　岐阜県総合教育センター
　　　　　（岐阜市薮田南5）
＊受験希望がありましたら、市教育委員会
学校教育課までお早めにご連絡ください。

学校教育課
　 35-3154

問合先

就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験 都市整備課

　 35-3159
問合先

大規模開発構想の縦覧

9日（日）／午前9時～正午／飛驒位山文化交流館 

荘川の地芝居（9月1日、3日、14日）
高山市総合防災訓練（9月6日）
2009秋  飛驒の味まつり（9月12 ～ 13日）

　高山市美しい景観と潤いのあるま
ちづくり条例に基づき、大規模開発
事業の構想届出書の縦覧を8月17日
（月）まで行います。
　この開発事業の構想について8月
24日（月）まで意見を提出することが
できます。
開発事業者　高山市荘川町惣則232番地1
橋本建設㈱　代表取締役　橋本克一
事業名　（仮称）橋本建設㈱　残土処理場事業
内　容　山林基盤の敷上げとして盛
　　　　土を残土処理にて施工
場　所　荘川町三谷字小谷1300-4の一部 外2筆
面　積　3,955.98㎡
縦覧場所　都市整備課、荘川支所基盤産業課

はしもと かつ いち

　市営墓地は、使用者のみなさん自身で管理していただく墓地です。ごみなどを放置しないよう各
自で清掃を行い、ごみは必ず持ち帰るようお願いします。また、線香やろうそくの火の取り扱いに
は十分注意しましょう。なお、駐車場のない市営墓地には、車でのお墓参りはご遠慮ください。

市営墓地はみなさんで管理を市営墓地はみなさんで管理を市営墓地はみなさんで管理を

8月は北方領土返還運動全国強調月間

　　  食中毒に注意しましょう
清潔　手洗いを十分に行ないましょう。
　　　調理器具もこまめに洗いましょう。
迅速　調理した食品は早めに食べましょう。
加熱　食品は十分に加熱しましょう。
　　問合先　飛驒保健所　33-1111

ルールを守って花火を楽しみましょう
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高
原
川
の
左
右
、
モ
ズ
モ

川
沿
い
、
蒲
田
川
沿
い
に
あ
る
9

つ
の
町
内
会
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
12
の
町
内
会
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
の
3
月
に
4
つ

の
町
内
会
が
合
併
し
ま
し
た
。

　

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地

域
は
温
泉
資
源
も
豊
富
で
、
露
天

風
呂
の
数
の
多
さ
で
は
日
本
一
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に

は
、
旅
館
業
な
ど
観
光
産
業
に
携

わ
っ
て
い
る
人
も
数
多
く
お
り
、「
少 絆

環境美化
活動 自主防災

活動
安全・防犯
活動

防犯灯の
設置・管理

レクリエーション
活動

地域福祉・
青少年育成

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
は

み
ん
な
の
手
で
！

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
は

み
ん
な
の
手
で
！

《
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
》

　

町
内
会
で
は
、ハ
イ
キ
ン
グ

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、盆
踊
り
な

ど
住
民
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
楽
し
い
催
し
を
行
い
、子
ど

も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
の
世
代

交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
未
加
入
の
方
は
、ぜ

ひ
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市内には282の町内会が
あり、住みよいまちづくりを積
極的に推進しています。
　その重要な役割を果たす町
内会を取りまとめる21の地区
連合町内会について、順に紹
介します。

　

飛
驒
山
脈
の
ふ
も
と
に
位
置

す
る
奥
飛
驒
温
泉
郷
は
標
高
も

高
く
、
長
い
冬
が
過
ぎ
春
の
訪

れ
と
と
も
に
一
斉
に
木
々
や
草
花

が
芽
吹
き
、
さ
わ
や
か
な
新
緑

の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

初
夏
を
迎
え
る
前
に
道
路
沿

い
の
草
が
長
く
な
っ
て
き
ま
す
の

で
、
町
内
会
の
み
な
さ
ん
が
6

月
中
旬
か
ら
７
月
初
旬
に
か
け

て
平
湯
か
ら
新
穂
高
、
栃
尾
か

ら
笹
嶋
ま
で
の
約
20
㎞
の
長
い

道
路
沿
線
の
草
刈
り
作
業
を
一

斉
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
沿
線

道
路
な
ど
の
ご
み
拾
い
な
ど
も

あ
わ
せ
て
行
い
、
各
地
区
の
環

境
が
よ
り
美
し
く
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

奥
飛
驒
温
泉
郷
を
訪
れ
る
多

く
の
観
光
客
の
方
に
、
き
れ
い

な
環
境
で
美
し
い
自
然
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
町
内
会

全
員
で
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り

●
私
た
ち
の
地
区
自
慢
●

町
内
会
挙
げ
て
の

美
し
い
環
境
づ
く
り

きらり輝く 地域活動きらり輝く 地域活動きらり輝く 地域活動
伝統芸能の継承

端下　忠さん

　栃尾小学校には13年前から受け継がれている「栃っ子たから太
鼓」があります。これは５･６年生の総合学習における「ふるさとに生
きる」学習の一環として、５年生から和太鼓を学んでいるものです。
　地域の方から直接教えてもらう場は、地域の方々の生き方とつ
ながる場でもあります。子どもたちが身につけた演奏は学校活動に
とどまらず、地域の行事にも定期的に出演することによって、伝統

文化として根付いてきているこ
とが地域の誇りです。
　栃尾小学校の子どもたちが、
将来にわたって、ふるさと奥飛
驒温泉郷とつながることができ
る活動になるよう、これからも
大切に続けていってほしいと
願っています。

環境美化環境美化

町内会町内会町内会町内会町内会町内会

きずな

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

印刷／高山印刷株式会社

子
化
」と
言
わ
れ
る
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
特
に
私
の
地
元
で
は
帰

郷
す
る
若
者
た
ち
が
増
え
小
さ
な

子
ど
も
た
ち
も
多
く
い
ま
す
の
で
、

将
来
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
を
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
各
町
内

会
の
会
員
の
皆
様
と
協
力
し
あ
い

な
が
ら
、
夢
の
あ
る
地
域
づ
く
り

に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

子どもたちによる「栃っ子たから太鼓」

町内会総出の草刈り作業
◎市民活動の相談日　毎週木曜日　午後2時～4時　ぷらっとルーム（きりう福祉センター内）

3の町内会で組織されています3の町内会で組織されています9の町内会で組織されています

連
合
町
内
会

はばした　　ただし

地区会長の一言

平湯大滝

安房トンネル

栃尾小 蒲
田
川

平
湯
川

道の駅
奥飛驒温泉郷
上宝

奥飛驒
総合文化センター 新穂高

ロープウェイ

●

●

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

奥飛驒温泉郷地区

奥
飛
驒
温
泉
郷

上宝地域

丹生川地域

長野県

R158

R471
● ●
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